
”Google Scholar”で論文検索しよう！
ex）pulmonary hypertension （肺高血圧症）で検索

ひらがな、カタカナ、漢字は検索結果に影響する

アルファベットの大文字／小文字は関係なく同じ

検索結果になる

学内LAN内でアクセスすると、日獣大で契約しているジャーナルは

リンクが表示されます。

※【PDF】XXXXXXX.com等は論文PDFへ直接リンク

【HTML】XXXXXXX.org等は論文データのあるページ等

にリンクされています

検索結果の下部に各種リンクがあり、

引用している論文等や関連記事が

ここから検索することが可能です。

“Google”より論文への
アプローチがスムーズだよ！



読みたい論文のタイトル（論題）がわかっている場合は、

“ ”（ダブルクォーテーション／二重引用符）で論題を括って検索

※ “ ” で括ると、その中の文字列と全文一致のものが検索できます

ex) “Clinical classification of pulmonary hypertension”

発表年を限定して検索したい場合は、西暦を入れて検索

ex）2022年に発表されたpulmonary hypertensionに関する論文



犬に限定して検索する

※ 論題を“ ” で括ると、特定の論文を検索することができるように、

“ “ で括ると連続語（フレーズ）として検索することができる（全文一致）

ex) “pulmonary hypertension” 2022 dog（肺高血圧症に関する2022年の

論文で犬に限定）

著者名で検索する場合は、「author:“著者名“」で検索する

※山中伸弥先生の2022年の論文

ex）author:”Shinya Yamanaka” 2022



「and」「or」「-（マイナス）」検索について

ex）author:“Shinya Yamanaka” 2022 and iPS

ex） author:“Shinya Yamanaka” 2022 or iPS

ex） author:“Shinya Yamanaka” 2022 -iPS

「and」と「or」では同じような検索結果になりがちだが、条件設定次第

なので「どんな論文が欲しいのか」よく考えて検索式を作ろう！

ex）「 “Covid 19” –vaccine 」（新型コロナ論文でワクチン以外）

「 therapy dog or horse 」（セラピー犬もしくは馬）

「 milk and microbubble 」（牛乳とマイクロバブル）などなど…



より詳細な検索設定

画面の左上にあるメニュー（三本線のアイコン）を開こう！

Googleで検索するよりもGoogle Scholar で検索することにより、

全文公開されている論文等（電子ジャーナルやリポジトリ等）へ

のアクセスが速くなります。

Googleアカウントににログインしてから使うとより便利！

※検索結果を保存できるなど

Googleアカウントとは

https://ja.wikipedia.org/wiki/Google_%E3%82%A2%E3%82%A

B%E3%82%A6%E3%83%B3%E3%83%88

開いたメニューから検索オプションをクリックすると、

検索条件を細かく設定することができる


